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＜連絡事項＞
特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・瀧澤　杏奈様～精神症状悪化の為北病棟308号室→東A16号室へ転入。
・松田　善治様～点滴明日から2本/日、抗生剤は本日で終了となる。エネプロゼリーでむせ込みある為、本日からエプリッチへ変更となる。
・伊藤　和子様～食事摂取量や尿量少ない為、点滴1本処方となる。炎症反応改善している為、抗生剤は本日で終了。ふらつきや眠気強い為、今夕からバルプロ酸Na中止となる。また、明日頭部CT施行の指示あり。
・阿部　わかえ様～咽頭痛、咳嗽の訴えあり、オラドールトローチ3回/日 5日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。過度な飲水要求や妄想様発言なく経過。ほとんど自室にて臥床して過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。対面時に妄想様発言あるが、声高さや易怒性なく経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前のドア蹴りあり、説明にも同行為止める事出来ずにいる。開放中他者への付き纏い行為や徘徊あり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。ほとんど自室にて過ごされている。幻聴の訴えや粗暴行為なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサイン異常無し。自発的に開眼し手を動かしているが発語は無い。拘束部位の循環障害なく経過引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。血圧低値あるが、他バイタルサイン異常や不調の訴えは無い。拘束部位の循環障害なく経過。引き続き精神症状・身体症状雄の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。深夜帯にて顔色不良見られていた。日中は顔色不良続いているが、声掛けへの疎通は良好。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・伊藤　和子様～バイタルサイン異常なし。各食自力で1/2～1/3摂取。ベッド上体動あるが、危険行為なく経過。リネン交換の為一部介助にて椅子へ移乗するが、ふらつき強く見られている。
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。各食自力で全量摂取。体動時に疼痛訴え聞かれている。
・藤井　崇史様～気分高揚さあり、独語や放歌、奇異行為見られている。他者トラブルはなく経過している。
・古里　長太郎様～昨日準夜帯にて38℃台の発熱あり。クーリングにて徐々に解熱し、日中は36℃台で経過。朝食は数口のみ、昼食は1/2摂取。点滴トラブルはない。
・瀧澤　杏奈様～ホール内を落ち着き無く歩き、独語や放歌しておりニヤツキ見られている。昼食は1/2摂取、服薬の拒否は無い。

＜田名部Dr患者様診察情報＞
・袴田　将志様～明日より10:00～11:00、14:00～15:00で開放観察実施の指示あり。開放時のたばこは1時間に1本で主治医から許可あり。臨時薬は、コントミン糖衣錠５０ｍｇ中止、他同内容で7日分処方となる。
・立花　圭様～今後の経過をもうしばらく見ていき、落ち着いているようであれば隔離
も終了していく。
・宮澤　涼太様～Ｂユニット、西病棟への移動許可を頂いている。
・澤村　彬様～臨時薬は、リボトリール錠(1)　3 錠→リボトリール錠（0.5）3 錠へ減
量、セニラン錠５ｍｇ 3 錠追加、ヒベルナ糖衣錠２５ｍｇ 1 錠→ヒベ
ルナ糖衣錠２５ｍｇ 2 錠へ増量、他同内容で7日分処方となる。
・小笠原　久年様～臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・吉島　知寿子様～自室で過ごされ、診察促すも拒否みられている。スタッフ退室後、
大声での独語みられている。腹痛時のセルベックス50㎎は、名称
変更により、テプレノンカプセル５０ｍｇ1 カプセルへ変更となっ
ている。
・小澤　和子様～フルメジン糖衣錠（１）　１ｍｇ 1 錠1日2回　朝夕食後→フルメ
ジン糖衣錠（１）　１ｍｇ 2錠1日2回　朝夕食後へ増量、他同内
容で7日分処方となる。
・工藤　悦子様～臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・田端　テル様～臨時薬は、カロナール錠（２００） 6 錠→3錠へ減量、他同内容で7
日分処方となる。日用品等の必要性訴えあり、家族連絡の希望みられ
ている。
・高屋敷　良子様～臨時薬は、クエチアピン錠２５ｍｇ「アメル」 1 錠追加、他同内
容で7日分処方となる。
・中居　伊佐男様～南病棟へは、ターゲットとなる患者がいなければ転出可能、西病棟
への移動許可を頂いている。
・古里　長太郎様～臨時薬は、同内容で7日分処方となる。点滴は同内容で1日分処方。
・濱登　せつ子様～臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・丹内　栄子様～臨時薬は、同内容で本日より6日分処方となる。

・安達　貴浩様～今後の事について、主治医面談希望あり、4/4　11時で家族と調整し
ていく事となる。
＜皮膚科診察情報＞
・下村　慶子様～右足背の水疱痕にゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護に処置が変更となる。
・見付　幸一様～腰椎部褥瘡部改善のため、治癒にて処置終了。仙骨部は同前処置指示あり。
・三上　ミヨ様～腹部から腰部、肛門部から陰部、臀部にエキザルベ軟膏塗布の指示あり。
・中村　隆様～両肩から上背部、四肢の掻痕部位にデルモゾ―ルDP軟膏塗布指示あり。
・古里　長太郎様～①仙骨部の表皮剥離部位にゲンタマイシン軟膏をガーゼに伸ばして保護
　　　　　　　　　②左踵の水疱部位にアズノール軟膏+ガーゼ保護
　　　　　　　　　③顔面・頚部・頭部の丘疹、発赤部位にエキザルベ軟膏塗布
・

・泉山　紀子様、木村　美智子様、水梨　孝純様～同前処置指示あり。
